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証拠様態／認識様態標識の比較研究：琉球諸語・沖縄語における「ハジ」、

ウチナーヤマトゥグチ「ハズ」、日本語「はず」に関して

新　垣　友　子

要　旨

　琉球諸語は文法的なカテゴリーとして体系的な証拠様態をもつ。本稿では、沖縄語における間接
証拠様態の一つである推測エヴィデンシャル「ハジ」に焦点をあて、ウチナーヤマトゥグチの「ハズ」
と比較研究をおこなった。両者の共通点・相違点がより明確に理解できるように、日本語の「はず」
に関する研究にも言及し、３つの標識がもつ特徴の比較考察をおこなった。その結果、ウチナーヤ
マトゥグチの「ハズ」に比べて沖縄語「ハジ」と日本語「はず」は、推測の根拠が明確であること、
また、その根拠の質が異なることが分かった。日本語の「はず」が論理的な整合性を重視するのに
対して、沖縄語の「ハジ」は話者の確信度や情報の信頼性に関する判断を重視する傾向が見られた。
また、沖縄語の「ハジ」とウチナーヤマトゥグチの「ハズ」は日本語の「さとり」の用法を所有し
ていないことが明らかになった。
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